
＊第2刷発行に際して，初版より下記を修正いたします。

修正前 修正後

1頁　図1 調理特性 調理特性（調理適正）

１２頁　8～9行目 右の文章削除
甘味・酸味・塩味・・・・・・，また唾液には緩衝作用
がある。

１4頁　図1-4 両片側検定 両側検定

24頁　10行目 （Ｒ 1
2＋Ｒ 2

2＋ …… ＋Ｒ 1
2） （Ｒ 1

2＋Ｒ 2
2＋ …… ＋Ｒ 4

2）

2８頁　下から5行目 =6×3-1=17 =3×6-1=17

2９頁　6行目 Ｆ 0＞5.11となり， Ｆ 0＞6.36となり，

44頁　下から6行目 二つあるカルボキシル基にメタノールと… 2つあるカルボキシ基にメタノールと…

44頁　下から1行目 フェオフィチンは灰褐色をしており， フェオフィチンは黄褐色をしており，

48頁　図2-6タイト
ル

アントシアニジン基本核 アントシアニジン基本骨格

51頁　19行目 （Meillard） （Maillard）

60頁　17行目 （ショ糖約65％，ブドウ糖20％，果糖15％） （約ショ糖65％，ブドウ糖20％，果糖15％）

61頁　6行目 （２）魚の鮮度 （２）魚類の鮮度

91頁　下から9行目 …用いられている。米の組成分析計では，
…用いられている。図3-17にカキの脱渋の測定
を示した。米の組成分析計では，

98頁　3行目 2022（令和4）年に 2022（令和4）年度に

98頁　下から3行目 2021（令和3）年度における… 2022（令和4）年産における…

99頁　表4-1　（資料 令和3年度水稲の品種別作付け動向について 令和4年産水稲の品種別作付け動向について

105頁　８～10行目
日本の小麦供給量は約641.2万トンで，このう
ち国内生産量は約109.7万トン（自給率
17.1％）にすぎない。

2023（令和5）年度の日本の小麦供給量は約
631.2万トンで，このうち国内生産量は約109.4
万トン（自給率17.3％）にすぎない。

117頁　下から3行目 わが国では北海道，長崎が主産地である。
わが国では，北海道（約８割），鹿児島県，長崎
県が主産地である。

130頁　下から4，７
行目

（ネギ科） （ヒガンバナ科）
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131頁　2行目 （ネギ科） （ヒガンバナ科）

136頁　表4-4　科名 語句「カンキツ」，8か所すべて 語句「ミカン」に変更

136頁　表4-4　科名 ヤマイモ ヤマノイモ

136頁　表4-4　文献 …2002） …2002　科名一部改変）

138頁　16行目 ７）マイタケ（トンビマイタケ科） ７）マイタケ（マイタケ科）

141頁　18行目 山形県 岡山県

141頁　19行目 黒系品種の巨峰 黒系の巨峰

141頁　下から５～6
行目

…種なしブドウを作る技術が開発され，緑系で
大粒のシャインマスカットのような種無しの品
種も多く栽培されている。

…種無しブドウを作る技術が開発され多く栽培
されている。緑系大粒のシャインマスカットは
近年生産量が大幅に増大している。

142頁　17行目 茨城県 熊本県

142頁　下から3～4
行目

…フィリピンやエクアドルから輸入されたもの
であるが，国内では沖縄でも生産されている。

…フィリピンやエクアドルなどから輸入された
ものであるが，国内では沖縄県などでも生産さ
れている。

143頁　6～7行目
日本で出回っているパインアップルの99％が
フィリピンから輸入されたものであり，

日本で出回っているパインアップルの97％が
フィリピンから輸入されたものであり（2020

年），

143頁　8行目 アメリカ インドネシア

143頁　下から2行目 愛媛県や福岡県で栽培されている。 愛媛県や福岡県などで栽培されている。

144頁　7行目 沖縄などで栽培されている。 鹿児島県や沖縄県などで栽培されている。

144頁　下から10～
11行目

国内では沖縄県や鹿児島県を中心に栽培されて
いる。

国内では沖縄県で栽培されている。

144頁　下から4行目 日本では沖縄県や宮崎県で栽培されている。 日本では主に沖縄県で栽培されている。

148頁　表4-6　タイ
トル

食用とされる海藻の種類と主な利用方法 食用とされる海藻の主な種類と利用方法

150頁　18行目 ダイオキシン対策特別措置法 ダイオキシン類対策特別措置法
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164頁　表4-14
右表に差し替え

165頁　13行目 最大氷結生成湿度帯 最大氷結晶生成帯

165頁　下から9行目 社団法人日本冷蔵庫協会調査 一般社団法人日本冷蔵倉庫協会調査

175頁　14行目 所要量 推奨量

178頁　図4-9

180頁　12行目
オーストラリアとニュージーランドからの輸入
品である。

オーストラリアとニュージーランドなどからの
輸入品である。

183頁　15行目 エイコサペンタエン酸（EPA） イコサペンタエン酸（IPA）

183頁　下から３行目 p.237参照 p.241参照

190頁　表4-19
右表に差し替え

190頁　5行目 乳および乳製品の成分規格等に関する省令 乳および乳製品の成分規格等に関する命令

207頁　４行目 サボジラ サポジラ

キャプション追加：＊二重線は親の解体品
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208頁　下から８行
目

（社）菓子総合技術センター 一般社団法人甘味食品試験センター（旧 （一社）
菓子・食品新素材技術センター）

209頁　表4-25
右表に差し替え

210頁　表4-26 語句「しょうちゅう」，6か所すべて 語句「焼酎」に変換

210頁　表4-26
混成酒類　みりん

エキス分45度以上 エキス分40度以上

211頁　下から12行
目

ついで新潟県，秋田県の順である。 ついで新潟県，埼玉県，秋田県の順である。
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227頁　図4-17
右図に差し替え

229頁　7～8行目 右の文章削除
ブレンド茶飲料（ハト麦…バランスよくブレンド）が
ある。

231頁　９行目 品質表示基準の定義では… 食品表示基準の定義では…

233頁　１行目 JASの品質表示基準で， 食品表示規準で，

235頁　下から7行
目

農林水産省が定めた食酢品質表示規準による… 食品表示基準による…

236頁　表4-32
タイトル

食酢の品質表示基準における分類とJAS規格 食酢の食品表示基準による分類とJAS規格

242頁　表4-35
用語　ドレッシング

①…および食酢若しくはかんきつ類の果汁（以
下この条において「必須原材料」という）に食
塩，砂糖類，香辛料等を加えて調製し，…

①…および食酢若しくはかんきつ類の果汁（以
下「必須原材料」という）に食塩，砂糖類，香
辛料等を加えて調製し，…

260頁　4～6行目

2014（平成23）年2月時点で，整腸関係成分で
オリゴ糖と食物繊維（9成分），血糖値関係成
分で難消化性デキストリン（1成分）が定めら
れている。

2025（令和7）年1月時点で，整腸関係成分でオ
リゴ糖と食物繊維（9成分），血糖値関係成分
で食物繊維として難消化性デキストリン（1成
分）が8区分に定められている。

260頁　12行目 現時点， 2025年1月時点では，
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261頁　表4-38
右表に差し替え

262頁　下から８行
目

EPAやDHAは IPA（EPA）やDHAは

263頁　下から5行
目

右の文章削除 （ただし，β-カロテンを除く）

2026年2月作成


